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『
海
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
ニ
ュ
ー
ス
」

の
コ
ラ
ム
を
設
け
、
『
海
』
の
作
品
に
対
し
て
い
た

だ
い
た
批
評
や
感
想
な
ど
の
内
容
の
要
旨
を
掲
載
し
、

同
人
個
々
の
参
考
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

第
三
十
号
（
通
巻
第
九
十
七
号
）
の
作
品
に
対
し

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
感
想
な
ど
の
一
部
（
抄
）
を
、

左
記
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
各
位
（
お
名
前
は
略
）
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

◇
三
十
号
発
行
記
念
小
特
集
の
部 

 

・
『
海
』
の
過
去
、
現
在
、
未
来
と
い
う
内
容
に
、

脈
々
と
続
い
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
。 

 

・
『
海
』
の
文
学
道
に
対
す
る
決
意
を
見
た
。 

 

・
群 

青
の
「
海
が
」
は
、
無
駄
の
な
い
言
葉
で

の
刈
り
込
ま
れ
た
作
品
。
味
わ
い
深
い
。 

 

◇
詩
の
部 

群 

青
「
出
か
け
る
ま
え
に
踊
り
た
い
」 

・
「
と
き
ど
き
母
が
や
っ
て
き
て
は
な
す
ん
だ
と

い
う
」
は
、
Ⅰ
、
Ⅱ
だ
け
で
な
く
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
書
い
て
ほ
し
い
。 

・
そ
う
す
れ
ば
、
読
み
手
の
興
味
を
よ
り
引
き
、

よ
り
深
い
世
界
が
表
現
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

◇
散
文
詩
の
部 

天
津
孔
雀
「
密
室
薔
薇
言
葉
」
ほ
か 

 

・
き
っ
ち
り
と
し
た
シ
ア
ト
リ
カ
ル
な
言
葉
で
綴 

ら
れ
て
い
る
。 

・
ど
こ
か
懐
か
し
い
、
人
間
の
業
の
広
さ
と
深
さ 

 

を
味
わ
っ
た
。 

・
混
沌
と
し
て
、
純
な
詩
魂
で
あ
る
。 

 ◇
俳
句
の
部 

松
本
西
夏
「
春
愁
」 

 

・
碧
空
に
十
日
抱
か
れ
桜
散
る 

ほ
か
二
句
が
よ

か
っ
た
。 

 

◇
出
版
の
部 

「
天
津
氏 

写
真
集
を
刊
行
『
天
津
孔
雀
の
朗
唱
演 

戯
』
」 

 

・
見
開
き
で
の
紹
介
で
、
と
て
も
印
象
に
残
っ
た
。 

 
 ◇

招
待
席
の
部 

高
野
義
裕
「
金
沢
お
で
ん
」 

 

・
と
て
も
印
象
に
残
っ
た
。 

 

◇
小
説
の
部 

有
森
信
二
「
ワ
ン
モ
ア
タ
イ
ム
」 

 

・
子
供
の
突
然
の
死
に
際
し
て
の
切
迫
感
が
、
強

く
描
か
れ
て
い
る
。 

 

・
作
者
が
書
き
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
作
品
だ
ろ 

う
。
抑
え
た
文
章
で
粛
々
と
記
さ
れ
、
そ
れ
だ

け
に
胸
を
打
た
れ
る
。 

 

・
温
か
み
と
、
清
ら
か
と
も
い
え
る
天
上
の
響
き 

が
あ
る
。 

 

高
岡
啓
次
郎
「
疲
れ
た
女
神
」 

 

・
幻
想
的
な
作
品
。
面
白
く
読
ん
だ
。 

 

・
一
枚
の
絵
に
魅
了
さ
れ
た
男
と
、
そ
の
モ
デ
ル

に
な
っ
た
女
の
怨
念
を
、
巧
み
に
描
い
て
い
る
。 

 

・
心
理
描
写
、
風
景
描
写
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開

が
す
ば
ら
し
い
。 

 
 
 

井
本
元
義
「
贖
贄
庭
園
」 

 

・
骨
太
い
、
純
文
学
作
品
。
感
動
し
た
。 

 

・
外
界
を
拒
み
、
日
常
や
俗
世
か
ら
隔
絶
さ
れ
た

空
間
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。 

 

・
深
淵
な
闇
と
、
そ
れ
を
突
き
抜
け
た
、
あ
る
か

な
き
か
の
光
の
希
求
に
溜
息
が
出
た
。 

 

・
想
像
力
の
世
界
で
、
見
事
に
作
り
上
げ
た
作
品
。 

 

・
堂
々
の
耽
美
の
世
界
を
堪
能
し
た
。 

 

◇
『
海
』
全
体
の
部 

 

・
第
三
十
号
と
い
う
節
目
を
迎
え
て
の
、
同
人
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
、
頭
が
下
が
る
。 

・
年
二
回
、
き
ち
ん
と
発
行
し
て
い
る
こ
と
に
敬

意
を
表
す
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ま
と
め
・
Ａ
） 

 
 


